
保健科学教育部 博士前期課程（看護学） カリキュラムマップ

だだだ

全専攻
系共通
科目

１．高度な理解力と幅広い知識
専門的知識に基づいて，高度化・専門化する医療・保健を理解し，人間理解のための幅広い保健科学分野の知識を修得している。
２．国際的なコミュニケーション能力と協働力
最先端の専門的技能を有し，チーム医療を推進するための豊かなコミュニケーション能力と協働力を取得するとともに，国際化時代のグローバル・リテラシー（対話・情報・科学等）を修得している。
３．豊かな人間力と高い倫理観
豊かな人間性を持った社会性のある医療人として，生命尊厳を基盤とした高い倫理観を確立し，豊かな医療・保健を志向する能力を修得している。
４．実践的な研究能力
医療・保健の発展に寄与する多様な研究を推進し，課題の探求と，創造的，開発的な実践的研究能力を修得している。
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習
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チーム医療特論

臨床腫瘍学概論

ヒューマンサイエンス（形態と機能） 微生物・免疫学実習臨床医科学概論

心身健康と環境ストレス

英語論文作成法
社会医学・疫学・医療統計概論

臨床心理学 生命倫理概論 医療系分野における知的財産学概論

ガンチーム医療実習 悪性腫瘍の管理と治療

医療情報学

医療対話学 医療倫理と法律的・経済的問題

保健学概論

脳と神経学概論 脳と神経学評価方法
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ウイメンズヘルス・助産学特論

助産学特論Ⅰ

助産学実践学Ⅰ

助産実践学実習Ⅱ

助産実践学実習Ⅲ

助産学特論 Ⅱ

助産学特論Ⅲ

助産学特論演習Ⅱ

助産学特論演習Ⅰ

助産学実践学Ⅱ

助産学実践学Ⅲ

助産学実践学Ⅳ

助産学実践学Ⅴ

助産学実践学演習Ⅰ

助産学実践学演習Ⅱ

支援看護学特別課
題研究
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看護研究方法論 看護教育学 看護管理学 コンサルテーション論 看護実証研究論 看護学指導演習

ヘルスアセスメント特論 病態生理学特論 臨床薬理学特論
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生命科学の研究手法

がん治療援助論実習

がん看護学実習Ⅲ

がん看護学実習Ⅱ

がん看護学実習Ⅰ

がん看護学演習

がん看護学特論Ⅱ

がん看護学禄論Ⅰ

ストレス緩和ケア看護学特論Ⅱ

ストレス緩和ケア看護学特効Ⅰ

研究方法論

1
～
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年
次

国際医療実践英語演習

助産実践学実習Ⅰ
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１

支援看護学特別研究

＊がん看護専門看護師は、定科目Aの内４科目８単位、指定科目Bのうち３科目６単位を履修

看護倫理


